
人材力活性化の事例調査について 

 

 

１．調査の趣旨 

地域活性化や人材力活性化の取組について「人」に着目して、その取組やノウハ

ウ、留意点等について事例調査を実施し、人材力活性化研究会等において人材力活

性化プログラム及びカリキュラムを検討する際の参考にする。 

 

 

２．調査対象 

人材力活性化研究会構成員から推薦を受けた、地域活性化や人材力活性化のため

に様々な取組を行う人材（別添１） 

   

 

３．調査方法 

調査対象者に対し、事務局職員が 2時間程度ヒアリング調査を実施。 

 

 

４．調査期間 

平成 22年 10月 8日～12月上旬（予定） 

 

 

５． 主な調査項目 

①地域で必要とされる人材像。取組の契機となった課題 

②人材に必要とされる具体的な能力・スキル 

③人材を育成・調達するための取組とポイント 

④行政・企業・教育機関等との連携・役割分担 

⑤事業の成果とその要因 

⑥今後の課題（後継者育成等） 

 

 

                                  等 

 

資料２ 



  

氏名 ふりがな 所属・肩書き 日程

石井　　宏治 いしい　こうじ OFFICEまごのて代表

一ノ瀬　喜之 いちのせ　よしゆき 愛知県消防協会長 10月8日

岩崎　　正朔 いわさき　せいさく 香川県丸亀市川西地区防災会長

大野　三紀子 おおの　みきこ 調布市民放送局

大湯 　　章吉 おおゆ　あきよし 能登乃國ゆするぎ塾長

小森　　栄治 こもり　えいじ 日本理科教育支援センター理科教育コンサルタント 10月20日

柵　　　富雄 さく　とみお インターネット市民塾事務局長

下川　　尚彦 しもがわ　なおひこ 筑後市役所

セーラ ・マリ・カミングス せーら・まり・かみんぐす 桝一市村酒造場代表取締役

曽根原　久司 そねはら　ひさじ NPO法人えがおつなげて代表理事 11月16日

高橋　　久則 たかはし　ひさのり 西大崎地域自治協議会事務局次長

高見　　　　徹 たかみ　とおる 日南病院院長 11月12日

武田 　　直樹 たけだ　なおき
筑波学院大学OCP（ｵﾌｷｬﾝﾊﾟｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）推進室
社会力コーディネーター

10月12日

鶴田　浩一郎 つるた　こういちろう 株式会社鶴田ホテル代表取締役社長 11月29日

中條　美奈子 なかじょう　みなこ NPO法人マミーズネット理事長

野崎　　賢也 のざき　けんや 愛媛大学地域創成研究センター准教授 10月21日

畠中　　智子 はたけなか　ともこ 高知のまちづくりを考える会代表

光　　　史朗 ひかり　しろう 姶良市企画調整課主査 10月28日

本田　　　節 ほんだ　せつ 郷土の家庭料理ひまわり亭代表取締役

前田　　　眞 まえだ　まこと
邑都計画研究所代表取締役
（特非）まちづくり支援えひめ代表理事

10月22日

湯脇　　信一 ゆわき　しんいち 姶良市企画調整課課長補佐 10月28日

横尾　　敏史 よこお　としふみ NPO鳳雛塾事務局長

横山　　　史 よこやま　ふみ NPO法人Eyes代表理事 10月22日

※1　敬称略
※2　網掛けは調査済

人材力活性化の事例収集  調査対象

 
  

 

（別添） 


